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１．交換学生を家族の一員として迎えます。決して、お客様扱いをしないようにお願いします。
    来日学生にとって、皆様は『お父さん』であり、『お母さん』になります。
２．一番必要なのは、来日学生を自分たちの子供として受入れる気持ちです。ホームステイの成功の秘訣は、愛情を持って接すること。しかし、あまり神経質にならないことです。少々のことは気にしないでおくことです。
【交換学生の義務】
１．各家庭には、それぞれのルールがあると思います。来日学生は家族の一員ですから、当然ながら、そのルールを守らせて下さい。（ただし、宗教に関しては、強制しないで下さい。）
２．自分の身の回りのことはもちろん、家事の手伝いなども積極的にさせて下さい。そうすることによって、日本の習慣も理解できるようになります。
【到着時のマニュアル】
来日学生には、ホストファミリー到着時の質問事項を渡してあります。
いろいろな質問事項が書いてありますが、足りない部分を付け足して、到着した時に家庭のルールを教えて
下さい。
【来日直後のストレス】
来日直後は、郷愁や習慣の違いに対する戸惑い、言葉が思うように通じない等、かなりのストレスが溜まります。こんな時は家族の愛情が必要です。あたたかい雰囲気で包んでやって下さい。
何でもすべて家族がやってあげるということではありません。決して甘やかすことではないので、注意して
下さい。
【食事の保証】
3食をホストファミリーの責任において与えて下さい。
学校での昼食の場合、弁当を持たせるか、そうでない場合は昼食代として１食につき500円のお金を渡して
下さい。
【食事の内容】
１．ホストファミリーのお母さんが心配なさるのが、食事の内容です。
    特別な料理を考える必要はありません。普段通りの食事でお願いします。（宗教上の理由で特定のものが食べられない場合があります）
２．用意した日本食を食べないからと言って、過大に心配する必要はありません。
    おなかがすけば、食べます。また、最初は食べられないものでも、やがてほとんどの日本食を食べるように
なり、『日本食大好き！』になります。
３．どうしても食べられないものもあると思います。そんな時は強制しないで、本人に食べられるものを選ばせて下さい。
【門  限】
     門限を決めて下さい。帰りが遅くなる場合は電話で必ずホストファミリーに連絡させるようにします。
     地区委員会は、午後9時と決めています。（都合によりそれ以前でも構いません。）
　　友達の家などにお泊まりする場合であっても門限は守らせて下さい。できれば相手先のご家庭にお泊まりの可否や門限について確認の連絡を入れて下さい。
【地域の交通に関する情報】
学校までの道順、自宅周辺の地理、交通機関の利用方法を教えて下さい。
【緊急災害時の対処】
１．地震・火災等緊急時に備えて、避難場所・避難方法等を教えておいて下さい。
また、外出先での緊急時の連絡先（自宅・クラブのカウンセラー等）を常に携帯させて下さい。
２．常に在留カードは、必ず携帯させて下さい。（外人登録証は廃止になりました。）

【病気や怪我】
どんなに健康に自信がある生徒でも、気候、食物の違いなどでダウンすることもあります。
また、海外と日本の交通事情が違いますので、交通事故による怪我や、時には学校でのスポーツクラブ活

動での怪我なども心配されます。
いずれの場合でも、ただちにロータリークラブの担当ロータリアンに報告・相談し、治療費は保険でカバー

して下さい。（国民健康保険にも加入済）
【ホームシック】
１．ホームシックには、程度の差こそあれ、誰でも一度は必ずと言っていいほどかかります。
問題は、それを自分の気持ちの中で解決できるか否かです。ほとんどの子供たちはうまく処理しているよう

ですが、もしそれが難しい場合は、皆さんの助けが必要になってきます。
話し相手になってあげることが一番効果があります。重症な場合は、ロータリークラブのカウンセラーに相

談して下さい。（特に最初の3ヶ月はホームシックにかかります）

２．特に最初のうちはホームシックが「ホストファミリーを拒否する」と言う形で現れる事があります。
【日本語教育】
日本をよく理解する上で、日本語を覚えることは大変重要なことです。
ホストファミリーは、来日学生に日本語を教える先生でもあります。ただし、あまり重荷に感じないで下さい。毎日少しずつでもいいですから、正しい日本語を教えてあげて下さい。
【習い事】
日本文化を知るための習い事、稽古事は本人の希望があれば習わせて下さい。
月謝等については、原則は本人持ちですがクラブ担当ロータリアンにもご相談下さい。
【宗教について】
毎週日曜日に教会に行くという子は最近は少なくなりましたが、どうしてもという場合は、宗派に合った

施設を近所に見つけてやって下さい。もし、わからない時は、クラブ担当ロータリアンを通じて地区委

員会にも相談して下さい。
【プライベートな時間】
気を使いすぎて四六時中、側に付いているというのは行き過ぎです。
時には手紙を書いたり、本を読んだり、あるいは1人で散歩をしたりするような、プライベートタイムを

大切にしてあげることも必要です。
【スケジュールの調整】
最初は何もわからなかった彼らも、やがて自分の時間を作る余裕ができてきます。学校が休みの日には、自

分自身で友達やROTEXと出かける約束をするようになります。ホストファミリーの皆さんが、せっかく
どこかに連れて行く計画を立てても、彼ら独自のスケジュールと重なる場合も出てきます。前もって、スケ
ジュールの打ち合わせをして下さい。
【ロータリークラブの例会・講演会】

１．ロータリークラブの公式行事は全てに優先します。（公式行事は原則として文書でホストクラブに連絡されますので、必ずホストファミリーにご通知ください。）
２．ロータリークラブの例会に出席することや、他の団体で講演することは、来日学生にとっては、親善使節という意味でも大切な義務のひとつです。
例えば皆さんの親戚を招いてのミニ講演会、あるいは町内会、婦人会、子供会、近所の小中学校等、あらゆ
る団体で講演させる機会を与えて下さい。
【小遣い】
来日学生本人には、月額10,000円が小遣いとして各ホストロータリークラブより支給されます。
【経費の分担】
ロータリークラブで負担する費用
1． 住居の提供

2． 食事

3． 学校に関する一切の費用

4． 適当な小遣い（現在当地区では月額1万円）
これ以外は原則として本人の負担ですが、現実にはホストファミリー・ホストクラブがこれ以外に負担する事も出てきています。ホストクラブ・ホストファミリー・担当ロータリアン・カウンセラーと協議の上クラブ独自の考え方で臨機応変に対処することが必要です。

【旅  行】
１．地区外への旅行（原則として泊りの旅行）は地区ガバナーの許可が必要です。所定の用紙『地区外旅行届』
で申請して下さい。友達だけでの泊りの旅行は原則として禁止されています。（修学旅行等で海外へ行く事がありますので、その都度相談し許可を取って下さい）

２・学校での修学旅行等においては、『修学旅行届』を提出して下さい。
【帰国前の荷物発送】
帰国が近くになりますと、荷物が山のように増えてきます。帰国1ヶ月位前迄になりましたら、船便で不

要な荷物を発送させて下さい。費用は本人負担です。持帰り荷物の重量、個数の制限は航空会社によって異なるので、事前に各自で確認する事。
【禁止事項】
１．交換学生は次のことが禁止されており、違反内容によっては強制送還されます。
    ロータリーの4Dルール
①　自動車、オートバイ、船舶、飛行機等の運転の禁止（DRIVE）
②　飲酒の禁止（DRINK）
③　恋愛、セックスの禁止（DATE） 
④　麻薬の禁止（DRUG）

２．ロータリーの青少年交換プログラム申請用紙に禁止事項が書かれており、本人・両親がサインしていますので参照下さい。
３．禁止事項への違反や疑わしい行為があった場合は、速やかに「クラブ担当ロータリアン」にご連絡下さい。

【ホストファミリー連絡帳の記入】
1． 第1ホストファミリーは簡単なメモ帳をご用意いただき、留学生について気づいたこと（好きな食べ物、嫌いな食べ物、友達関係、連絡先、誰と何処に行ってどうだったかなど）をご記入下さい。ホストファミリー交代時に次のホストファミリーへお渡しいただく事で問題行動の記録や次のホストファミリーへ引き継ぎにもなります。
【来日学生とのトラブル】
１．来日学生とホストファミリーには『相性』があり、この相性が合わない場合もあります。
ホストファミリーを引き受けたから、絶対に最後までやらなければならないという決まりはありません。
難しいな、と思ったら遠慮せずにクラブ担当ロータリアンに相談して下さい。解決できない場合は、で

きるだけ速やかに別のホストファミリーに移す必要があります。
2． その他、あらゆることの相談窓口は、ロータリークラブのクラブ担当ロータリアンです。あらゆる相談はこの「クラブ担当ロータリアン」に相談下さい。
【地区委員会緊急連絡先】　
◆ 委員長：水谷　佳代（大阪西南ロータリークラブ）090-4293-4600
◆ 副委員長：藤原　史嗣（東大阪西ロータリークラブ）090-5666-8285
◆ 副委員長：八木　雄毅（大阪西ロータリークラブ）090-9852-1479
◆ 副委員長：山下　真知（大阪平野ロータリークラブ）090-5963-2377
◆ 副委員長：住吉　依子（大阪うつぼロータリークラブ）090-1677-2224
★ ガバナー事務所（担当：中村　明維）06-6264-2660 

留学生受入れの事務手続きについて(補足)
1. 住民登録、国民健康保険加入について：留学生受入れ１週間以内で早めにお願いします。

場所：市役所、区役所

まず、住民登録をします。通常は学生単独で住民登録します。
印鑑を持たないので署名で大丈夫です。
住所欄は住所＋〇〇（HF姓）方 などと記入してください。
住民登録後、国民健康保険の加入手続きをしてください。
(その際は学生で無収入である旨伝え、保険料の軽減の申請をしてください。)

国民健康保険　保険料はホストロータリークラブが負担します。
立替えた場合は後日ホストクラブにご請求ください。
期限付きの健康保険証が発行された場合は有効期限が切れない様、更新してください。
健康保険証は本人に渡し、ビザと一緒にいつも携行する様にご指導お願いします。
できればご自宅の郵便ポストに留学生の名前を明示してください。
引越し後に留学生あて郵便物が届いた場合は、連絡・転送してあげて下さい。
2. 携帯電話の契約
学生所持のスマホを使用する場合はSIMカードのみの契約でも良いと思います。
Wi-fiルーターの契約でもいいです（直接電話はできません）。
留学生が本国から持ってきたスマホ等は通常SIMフリーなので大概のSIMカードが使えますが、使用可能かの確認は直接電話会社でご相談ください。
4GBか5GB位の通信容量（使い方で変わります）で契約期間の縛りがない方が良いと思います。携帯電話代はホストRCクラブ負担です。
通話可能な契約にした場合、海外への直接通話できない様にしておくか、
海外に直接通話しないように指導して下さい。海外へはスカイプなどインターネットを使用して通話してもらってください。ご自宅に無線Wi-fiがあれば接続できる様にしてあげてください。
3. 学校での手続きと定期購入について
場所：通学する高校
学生証をつくります。学生証に通学区間を記入してもらいます。
学生証ができましたら通学定期を購入します。磁気カード型の定期券を購入できます。
定期を購入しましたら念のため印字面の写真かコピーをとっておいてください。
1ヶ月か3ヶ月定期を購入します。定期代はホストRCクラブ負担です。
制服・教科書を購入します。ホストRCクラブ負担です。
4. 通学の練習
ご自宅から学校までの行き方を説明し、1人で通学できるかご確認お願いします。
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